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２００４年度知的財産翻訳検定問題【化学】

解答作成前に必ず下記の注意事項に目を通してください。

【解答にあたっての注意事項】

１．問題は２題あります。

２．解答はすべて米国出願を前提とした英文に翻訳してください。ただし、順序は変えな

いでください。

３．用語の選定に当たっては、解答部分以外の部分を参照しなくとも意味が通じるように

注意を払ってください。

４．正確・簡潔・かつ明快な英語で表現してください。

５．解答には、問題についている【請求項＊】やパラグラフ番号を英訳に添えてください。

６．問２の式（Ｉ）は、本文上部にある「課題図表を見る＞」から閲覧してください。

------

問１．次の明細書（抜粋）を英文に翻訳してください。

　（注：式中のｍとｎは下つき文字として扱ってください）

【請求項１】

式（Ｉ）

（Ｓ－Ｌ）ｍ－Ｂ－（Ｆ）ｎ　　　（Ｉ）

（式中、Ｓは被検化合物残基を表し、ＬはＳとＢとをＬを介して位置特異的かつ化学的に

結合させることができる生体適合性高分子残基を表し、Ｆは画像化試薬残基を表し、Ｂは

１～６０個のＬと１～１０個のＦとをＢを介して化学的に結合させることができる、また

は１～６０個のＬと結合することのできるリンカーを表し、ｍは１～６０の整数を表し、

ｎは０～１０の整数を表す）で表されることを特徴とする被検化合物の生体内集積部位検

出用プローブ。

【請求項２】

Ｌが、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）メタクリルアミド残基である請求項１記載のプロ

ーブ。

【請求項３】

　Ｇａｌβ１－４ＧｌｃＮＡｃβ１－３Ｇａｌβ１－４Ｇｌｃで表されるオリゴ糖（ＬＮ

ｎＴ）または構造中にＬＮｎＴモチーフを有するオリゴ糖誘導体の残基と生理活性物質残

基とを含む化合物であって、動物に投与した場合、膵臓、胸腺、精巣および前立腺からな

る群より選ばれる一つ以上の臓器に特異的に集積し、該生理活性物質を該臓器に送達する
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ことができる輸送性化合物。

【００１１】

　医薬品の治療効果は、薬物の生体内作用部位への到達量、薬物の体内動態、薬物に対す

る生体感受性に影響されて変化する。また非作用部位での薬効発現は、副作用につながる。

部位特異的な薬物送達（以下、ターゲティングという）は、標的部位での薬物濃度を上昇

させることによってその薬効を増強するだけでなく、このような副作用を低下させる。

【００１２】

　薬物ターゲティングの方法としては、プロドラッグ化の方法と薬物輸送体（キャリアー）

を用いる方法が知られている。前者は作用部位環境で薬物が活性体となるように化学修飾

を施すもので、後者は薬物を作用部位へ特異的に送達することが可能な素子を、薬物と結

合させるものである。さらに、キャリアーを用いる方法には能動的ターゲティングと受動

的ターゲティングがある。能動的ターゲティングは、作用部位に親和性を示すリガンドを

キャリアーに付加するものであり、受動的ターゲティングは、非作用部位への集積を回避

するような物理化学的性質をキャリアーにもたせるものである。一般的に能動的ターゲテ

ィングを用いた場合の方が受動的ターゲティングを用いた場合より体内分布の選択性が高

く、低投与量で高い薬効が得られる。

【００２１】

　また、化合物（ａ）を前記同様の塩基存在下、無水コハク酸、無水グルタル酸等の酸無

水物と反応させることによっても化合物（ｂ）を製造することができる。化合物（ｂ）は、

陰イオン交換クロマトグラフィー、疎水クロマトグラフィー、逆相クロマトグラフィー、

二相分配、再結晶等の既知の方法で、任意の純度で精製、単離することができる。

【００３１】

　化合物（ｂ）を、メタノール、エタノール等のアルコールを大過剰モル当量含む塩化メ

チレン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド、トルエン、テトラヒド

ロフラン、アセトニトリル等の適当な溶媒に溶解または懸濁し、１～３０モル当量のトリ

メチルシリルジアゾメタンと－２０～１５０℃で１時間～１０日間反応させることによっ

ても、化合物（ｃ）が得られる。

【００４１】

（工程４）

　オリゴ糖Ａ（ＬＮｎＴ）とオリゴ糖Ｂ（６'－ＳＬＮｎＴ）およびオリゴ糖Ｄ（Ｏ－アセ

チル－ＬＮｎＴ）をＷＯ９９／４０２０５に記載の方法に準じて合成した。また、オリゴ

糖Ｃ（ラクトース：Ｇａｌβ１－４Ｇｌｃ）としては市販品（国産化学社製）を使った。

カバクンガン（Ｃａｂａｃｕｎｇａｎ）らの方法［アナリティカル・バイオケミストリー

（Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｂｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ）１２４巻、２７２－２７８ページ

（１９８２）］に従ってオリゴ糖Ａ、Ｂ、ＣおよびＤをそ

れぞれ化合物３に導入して化合物４Ａ、４Ｂ、４Ｃおよび４Ｄを得た。化合物４Ａ、４Ｂ、

４Ｃおよび４Ｄの精製は、反応液を水で平衡化したＳｅｐｈａｄｅｘ　Ｇ－２５（Ａｍｅ
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ｒｓｈａｍＰｈａｒｍａｃｉａ　Ｂｉｏｔｅｃｈ社製）に通塔して行った。

問２．次のクレームの指定部分（＊＊＊ＳＴＡＲＴ＊＊＊から＊＊＊ＥＮＤ＊＊＊まで）

を英文に翻訳してください。

一般式（Ｉ）

　　　　　　式（Ｉ）（リンク先参照）

式中，ｍは０～４の整数を表し，

（ｉ）　Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３およびＲ４は同一または異なって，水素原子，置換もしくは非

置換の低級アルキル，置換もしくは非置換のシクロアルキル，ポリシクロアルキル，置換

もしくは非置換の低級アルコキシカルボニル，置換もしくは非置換の低級アルカノイル，

置換もしくは非置換の低級アルカノイルオキシ，シアノ，ヒドロキシ，置換もしくは非置

換の低級アルコキシ，置換もしくは非置換のシクロアルコキシ，置換もしくは非置換の低

級アルケニル，置換もしくは非置換のシクロアルケニル，置換もしくは非置換のアリール，

置換もしくは非置換の芳香族複素環基，置換もしくは非置換のアラルキルを表すか，

＊＊＊ＳＴＡＲＴ＊＊＊

（ｉｉ）　Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３およびＲ４の中で同一炭素原子上に存在する２つの基がその

炭素原子と一緒になって飽和炭素環を形成するか，

（ｉｉｉ）　Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３およびＲ４の中で隣接する炭素原子上に存在する２つの基

がそれぞれが隣接する２つの炭素原子と一緒になって飽和炭素環を形成するか，

（ｉｖ）　Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３およびＲ４の中で隣接する炭素原子上に存在する２つの基が

一緒になって結合を表し（すでに存在する結合と一緒になって二重結合を形成する），

＊＊＊ＥＮＤ＊＊＊

で表される化合物。


